	科学と人間生活
	第５回
	身近な天体と
太陽系における地球
	提出期限：○○月○○日

	評価：　　　　点
	教科書ｐ.152～171　学習書ｐ.○○～○○
	合・再

	名前：
	Ｎｏ．
	備考：


１　天動説と地動説について，提唱した人物とその内容をそれぞれ説明しなさい。
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２　太陽系の天体について，次の問いに答えなさい。

(１)　８個の惑星について，地球型惑星と木星型惑星に分類しなさい。
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(２)　次の各文は，地球型惑星(A)と木星型惑星(B)に関する記述である。それぞれどちらの惑星について述べたものか。[　　]内にA，Bで答えなさい。

　　　① 半径が大きく，密度が小さい。
[　　　　]

　　　② かたい地殻を持っている。

[　　　　]

　　　③ 自転周期が長い。


[　　　　]

　　　④ 衛星の数が多い。


[　　　　]

　　　⑤ リングを持っている。

[　　　　]

(３)　次の各文は，８個の惑星に関する記述である。どの惑星について述べたものか，[　　]内に惑星の名前を書きなさい。

　　　① 自転周期や自転軸の傾きが地球と似ていて，季節の変化がある。　　　　　[　　　　]

　　　② 平均密度が最も小さく，ほとんどが水素とヘリウムでできている。　　　　[　　　　]

　　　③ 太陽系最大の惑星である。




　　　　[　　　　]

　　　④ 惑星の赤道面が公転面に対して90°以上傾いていて，ほぼ横倒しになっている。

[　　　　]

　　　⑤ 大気の主成分は二酸化炭素で，強い温室効果を受けて，表面温度は約460℃である。

[　　　　]

(４)　次の文の①～④について，下の語群から最も適当なものを選びなさい。

太陽系には，８個の惑星のほか，惑星の周りを回る（　①　），主に火星と木星の間にある（　②　），楕円軌道や放物線の軌道をもつ（　③　），さらに，太陽からの平均距離が最も遠い惑星である（　④　）の外側には，太陽系外縁天体などがある。

語群：彗星，　衛星，　海王星，　小惑星 
[①　　　　　　　]　[②　　　　　　　]　[③　　　　　　　]　[④　　　　　　　]

(５)　ガリレイが発見した４つの衛星の名称を何というか。

 [　　　　　　　　／　　　　　　　　／　　　　　　　　／　　　　　　　　]

(６)　小惑星イトカワの探査のために運用された探査機の名称を何というか。

 [　　　　　　　　]

(７)　太陽系の中の天体の距離を表すために用いる単位を何というか。また，どこからどこまでの平均距離のことか，答えなさい。

 [単位：　　　　　　　　平均距離：　　　　　　　　　　　　　]

３　太陽の活動について，次の問いに答えなさい。

(１)　右の図を参考にして，次の文の①～⑦に当てはまる適当な語句を答えなさい。また，Aは，正しいほうに○で囲みなさい。

太陽の半径は約（　①　）kmで，表面温度は約（　②　）Kである。太陽の表面には，ところどころにア黒い点が見られるときがある。これを（　③　）という。

（③）の数は，多いとき少ないときがある。（③）が多いときは，太陽活動が（A： 活発なときである ／ 減退しているときである ）。

また，太陽の光が出ている気体の層を（　④　）といい，その外側はピンク色の薄い層である（　⑤　）やイ真珠色の（　⑥　）

があり，皆既日食のときなどに確認することができる。（⑤）からは，ときに炎のようなものがでることがあり，これを（　⑦　）という。

 [①　　　　　　　]　[②　　　　　　　]　[③　　　　　　　]　[④　　　　　　　]

[⑤　　　　　　　]　[⑥　　　　　　　]　[⑦　　　　　　　]　　　　　　　　　　

(２)　(１)の下線部アについて，このような状態が観察されるのはなぜか，説明しなさい。

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

(３)　(１)の文中のある「K：（ケルビン）」は，絶対温度を示す単位である。絶対温度をT〔K〕，日常生活で用いるセルシウス温度をt〔℃〕として，その関係を式で示しなさい。

 [　　　　　　　　　　　　　　　　]

(４)　(１)の下線部イについて，この中では，水素原子やヘリウム原子がイオンと電子に分かれて，宇宙空間へ流れ出している。この流れを何というか。　　　　　［　　　　　　　　]

(５)　太陽でフレアが発生すると，地磁気は一時的に大きく変化する。この変化を何というか。

 [　　　　　　　　]

(６)　(５)のとき，アラスカなどの地球の高緯度地域で出現する，大気が発光する現象を何というか。





　　　　［　　　　　　　　］
４　太陽エネルギーについて，次の問いに答えなさい。

(１)　次の文について，①～⑧に当てはまる適当な語句を答えなさい。 

太陽の中心部では，水素原子核が（　①　）原子核に変わる（　②　）反応が起こっている。太陽が明るく輝いているのは，この反応で発生するエネルギーが太陽の表面から光などの形で放出されているためである。これを（　③　）という。

地球が受ける（③）のエネルギーを（　④　）という。地球の大気圏上面で，太陽光線に

対して垂直な１m２の面が１秒に受ける（④）の量を（　⑤　）といい，約（　⑥　）kW/m２である。

また，地表に届く（③）のエネルギーは全体の約（　⑦　）％で，残りは大気や（　⑧　）に吸収されたり反射されたりしている。

[①　　　　　　　]　[②　　　　　　　]　[③　　　　　　　]　[④　　　　　　　]

[⑤　　　　　　　]　[⑥　　　　　　　]　[⑦　　　　　　　]　[⑧　　　　　　　]

(２)　地球の半径をR〔m〕としたとき，地球全体が１時間に受ける日射量は何kwか。


(３)　下の図は，太陽エネルギーと人間生活の関わりを模式的に表したものである。私たちの生活にどのように利用されているか。図を参考に，私たちが利用している場面を２つ挙げて説明しなさい。



５　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

ア天球は，東から西へ，約１日かけて１回転する。これを天球の日周運動というが，これは，地球が西から東へ自転しているための見かけの運動である。天球の日周運動の周期を測定すると，イ23時間56分04秒になる。これを１恒星日という。


(１)　下線部のアについて，天球とは何か説明しなさい。

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

(２)　下線部のイについて，１恒星日以外に何を表しているか。

[　　　　　　　　　　　　]

(３)　右の図を参考にして，次の文の①～⑥に当てはまる適当な語句を答えなさい。

天球が回転する中心にあたる北側の点を（　①　）といい，反対側の南の点を（　②　）という。この２点は，地球の（　③　）の延長線上にあたる。
　天の両極を結ぶ直線に直交する平面が天球と交わってできる大円を（　④　）といい，これは，地球の（　⑤　）を天球に広げていった円と同じである。
　また，真北の地点と天頂と真南の地点を結ぶ線を（　⑥　）と呼んでいる。

[①　　　　　　　]　[②　　　　　　　]

[③　　　　　　　]　[④　　　　　　　]

[⑤　　　　　　　]　[⑥　　　　　　　]

(４)　太陽の日周運動の周期を１太陽日というが，１恒星日より何分何秒長いか，短いか，答えなさい。




　　　　［　　　　　　　　　　　　］

(５)　天球上を太陽が移動していく道筋を何というか。　　　　［　　　　　　　　　　　　］

(６)　１太陽年は何日か。


　　　　［　　　　　　　　　　　　］

６　時刻と時間の決め方について，次の問いの答えなさい。

(１)　次の文の①～⑧について，下の語群から最も適当なものを選びなさい。 

時刻は，古い時代，日時計などを使って決めていた。こうして決めた時刻は（　①　）という。これでは，季節によって時刻が変わるため，天の赤道上を一定の速さで運行する仮想の太陽を考えて決めた時刻である（　②　）が，現在では使われるようになった。
　もともと１秒の長さは，平均太陽が南中してから次に南中するまでの長さである（　③　）から決めていた。しかし，地球の（　④　）速度は一定でないので，正確な１秒は，（　⑤　）原子から出る電波によって決められている。これを（　⑥　）という。

また，（②）との差が一定の値を超えると，うるう秒を加えたり引いたりして，時刻を調整している。

日本標準時は，協定世界時に９時間を（　⑦　）で，東経135°にある兵庫県（　⑧　）市が基準になっている。

語群：　平均太陽時，　協定世界時，　視太陽時，　平均太陽日，　ヘリウム，　

セシウム，　加えたもの，引いたもの，　原子時，　自転，　公転，　明石，　神戸


[①　　　　　　　]　[②　　　　　　　]　[③　　　　　　　]　[④　　　　　　　]

[⑤　　　　　　　]　[⑥　　　　　　　]　[⑦　　　　　　　]　[⑧　　　　　　　]

(２)　４年に１回うるう年を入れると，太陽年との差は４年で何日になるか。計算過程を示して答えなさい。
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提唱した人物：


天動説：





コペルニクス








解答例：


過去の太陽エネルギーの産物である化石燃料を使って，輸送機関の燃料にしたり，暖房に利用したり，火力発電から電気エネルギーを得たりしている。





木星，土星，天王星，海王星





提唱した人物：


地動説：





恒星と太陽は静止していて，地球や惑星が太陽の周りを回っているという考え。








周りに比べて，1500～2000Kほど温度が低いから。








火星


土星


木星





天王星





金星
























































オーロラ








黄道





１太陽年＝365.2422日より


(365×4＋1)－(365.2422×4) ＝ 1461－1460.9688 ＝0.0312〔日〕


0.0312日








天の北極		　天の南極


自転軸		　天の赤道


赤道		　天の子午線
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3分56秒長い





地球の自転周期








視太陽時		　 平均太陽時	　　　平均太陽日		 自転		　 セシウム		　 原子時	　　　加えたもの		 明石








365.2422日














空の星をのせた，地球を中心とする半径が無限大の仮想の球





Ｂ


Ａ


Ａ


Ｂ


Ｂ








70万		　　6000			黒点		　光球


彩層		　　コロナ	　　 プロミネンス (または紅炎)





水星，金星，地球，火星





天文単位　　　　　　　　　太陽と地球








地球が宇宙の中心にあり，太陽や月，惑星，そして恒星が地球の周りを回っているという考え。








木星型惑星：





はやぶさ











地球型惑星：





衛星		　　小惑星		彗星		　海王星








磁気あらし








ヘリウム		　　核融合	　　　太陽放射		 日射


太陽定数		　　1.4		　　　50			 雲





太陽風








プトレマイオス
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①














②
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１時間＝60分＝60×60秒より


1.4 kW/m２×πR２〔m２〕×60×60 秒 ＝ 5040πR２〔kW〕　 5040×πR２〔kW〕





解答例


①：　太陽エネルギーを受けて，植物は光合成を行って成長している。それを食糧として私たちは食生活や家畜に利用している。





②：　太陽エネルギーが風や雲などの気象の変化を起こすと，雨が降るため，私たちは，水力発電を使って，電気エネルギーを得ている。





③：　太陽エネルギーを直接使って，太陽光発電から電気エネルギーを得ている。





など。
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